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長年にわたり、スウェーデンでは女性の方が男性より禁煙が難し
い状況にあった。しかし、スモークフリー・スウェーデンによる画期
的なエビデンスは、口腔用ニコチンパウチがこの流れを変えつつあ
ることを示している。「Power in a Pouch」報告書は、これらのス
モークフリーかつタバコ葉を使用しない代替手段が、女性の日常
生活になじむことで禁煙率を高めていることを示している。

これまでスウェーデンの改善は主にスヌースによってもたらされて
きたが、その利用者の多くは男性であった。ニコチンパウチは利用
機会を広げ、従来の代替手段を使用してこなかった女性にも広く
受け入れられている。 

上唇の内側に装着して使用するもので、燃焼を伴わず医薬品グレ
ードのニコチンを供給し、世界保健機関が挙げる既存のニコチン
代替療法と同程度のリスク水準とみなされている。

2016年の導入以降、スウェーデンの女性の喫煙率はほぼ半減
し、禁煙における男女差も縮小している。 

この改善は、喫煙によるがんの発生率が欧州でも特に低いことに
も表れており、紙巻きたばこをよりリスク水準の低い代替手段に置
き換えることで大きな健康効果が得られることを示している。

スウェーデンの経験は、新しい選択肢がより多くの人に届くこと
で、女性に実用的な禁煙手段をもたらし、世界の家族や地域社会
により健康な未来をもたらせることを示している。

女性の健康は生涯を通じて、心血管疾患やがん、メンタルウェル
ビーイング、ケア負担、さらに効果的な予防手段へのアクセスな
ど、さまざまな要因の影響を受けるものである。 

世界的に見ても、たばこの使用は女性における予防可能な疾患
や早期死亡を引き起こす主要な要因の一つである。禁煙は、男
女間の健康格差の是正に向けた重要な対策となっている。

スウェーデンは、成人喫煙率5％未満を基準とするスモークフリ
ー国家に、世界で初めて到達する見通しである。この成果が可能
となったのは、従来の禁煙支援では十分に対応されてこなかっ
た女性にも改善の流れが及ぶようになったためである。 

現在、スウェーデンの女性の禁煙は欧州地域の女性の約6倍の
ペースで進んでおり、国民の健康指標を大きく改善させるととも
に、男女の違いに対応した公衆衛生政策の世界的なモデルとな
っている。

女性の健康を支えるニコチンパウチ

スモークフリーの成功は女性から始まる

誰一人取り残さないために

スウェーデンは、世界で初めてスモー
クフリー国家となる見通しである。

スウェーデンの変化
EUで 最も低い喫煙率（5.3%）, を記録しているスウェーデ
ンは、スヌース、電子たばこ（Vape：リキッドを蒸気化して吸
引する製品で、加熱式たばこは含まない）、ニコチンパウチ
といったよりリスク水準の低い代替手段を受け入れてきた
結果、世界で初めて公式な「スモークフリー」達成国となる
見込みである。2016年のパウチ導入以降：

欧州平均と比べた
女性の喫煙率の
減少

6倍の速さ

女性の喫煙率の低下

49%

女性の禁煙率の上昇

200%

出典および調査方法は こちら

パウチに宿る力
女性に変化をもたらす存在

SMOKE
FREE
SWEDEN 

https://smokefreesweden.org/wp-content/themes/smokefreesweden/assets/pdf/power-in-a-pouch-full-report-en.pdf


「Power in a Pouch」で分析された調査デー
タは、女性がニコチンパウチを最も効果的な禁
煙手段と評価していることを示している。女性回
答者の間では、ニコチンガムや電子たばこを含
む他の禁煙手段を大きく上回った。

こうした評価は、実社会の結果にも表れている。
ニコチンパウチが広く利用されるようになって以
降、女性の禁煙率は200％増加しており、その結
果、世界でも女性の喫煙率の大幅な低下につな
がっている。

紙巻きたばこから切り替えた女性は、長期的な禁煙を支えるニコ
チンパウチの特徴として、次の点を一貫して挙げている。

•	 周囲に配慮して使える、煙・蒸気・においなし
•	 使いやすさ 職場や日常生活の場面でも使用可能
•	 フレーバーと強さの選択肢
•	 柔軟性、 日常生活に合わせて使用可能

ニコチンパウチは生活習慣を大きく変える必要がなく、日常生活に
無理なく取り入れられる。こうした実用性が、多くの女性が禁煙に
成功し、その状態を長期に維持できている理由と考えられる。

健康の劇的な変化を示すエビデンス

女性にとって第1位の禁煙手段

禁煙の継続を支える特徴

利用者の評価

女性によるパウチの評価：

3倍 高評価 （電子たばこ比）
56% 高評価 （ニコチン ガム比）

最も効果的（男女ともに第1位）

34% の女性が、禁止された場合、
海外でパウチを入手すると回答

利用者の継続

第1位の禁煙手段

女性がパウチを選ぶ理由

実際の声：

60%フレーバー 主な理由と回答

47%リスク水準が低い 認識していると

46%タバコ葉不使用 価値を感じている

「どこでも使えるし、においもなく周りも気にしない」
「子どもの前でも気まずさもなく、罪悪感もない」
「パウチの方が自分には合っていて、より自然に感じられた」
「電子たばこみたいにバッテリー切れになることもない」
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女性の元喫煙者を対象としたフォーカスグループ調査で
は、はっきりとした共通の認識が示されている。すなわち、
ニコチンパウチは禁煙に向けた最も現実的で、周囲に配
慮でき、継続できる手段とみなされているという点である。

一部の他の禁煙手段とは異なり、ニコチンパウチは
効果的とみなされるだけでなく、日常生活になじむものと
して評価されている。参加者はニコチンパウチについて、
周囲に配慮でき、清潔で、社会的な抵抗感が少ないと繰
り返し述べている。こうした理由から、周囲の注意を引い
たり疎外感を覚えたりすることなく禁煙しやすくなると考
えられる。

ニコチンパウチは、より清潔で社会的に受け入れられや
すい喫煙の代替手段とみなされている。多くの利用者は、
紙巻たばこや電子たばこの禁煙を試みた後にニコチンパ
ウチの使用を始めている。参加者は、特に社交や職場の
場面において、パウチはリスク水準が低く、より快適で周
囲に配慮しやすいと述べている。

「友人は以前かなり喫煙していたが、その後ニコ
チンパウチに切り替えた。においがなく、ずっと快
適だ。いろいろなフレーバーを試して、今では完全
に禁煙できている。」

「リスクが低いと感じる。トレーニングを良くしてい
るが、喫煙は持久力に悪影響だった。ニコチンパウ
チなら運動を続けられる。」

「子どもが生まれる前は喫煙していたが、仕事に
復帰してからは、子どものそばで煙のにおいがす
るのは良くないと感じた。」

「においがなく、目立たず、外に出る必要もない。」

「禁煙したときにニコチンパウチを使い始めた。切
り替えは簡単だった。」

「どこでも使える。ブランチでも、オフィスでも、電
車でも見られず、におわず、気にされない。」

「バッグがかさばらない。充電する電子たばこも、
リキッドのボトルも、ライターもいらない。小さなケー
スだけだ。」

政策と女性の健康への示唆点
女性の元喫煙者が 語るニコチンパウ

スウェーデンの進展は、燃焼する紙巻たばこと、よりリ
スク水準の低いニコチン代替手段を区別し、リスクに
応じて規制してきた政策の効果を示している。 

スウェーデンの女性の毎日の喫煙率は5.7%まで低下
しており、EU平均の3分の1、2015年から49%の減少
である。

WHOによると、欧州の女性の禁煙のペースはスウェ
ーデンの6分の1にとどまっており、革新的な取り組み
の必要性が高いことを示している。

スモークフリー・スウェーデンは、ニコチンパウチを女
性にとって有効な禁煙手段として認識し、規制が実社
会のエビデンスを反映するよう政策立案者に求めて
いる。

女性に対し、紙巻たばこの代わりとなる実用的で効果
的な 代替手段を提供することは、スモークフリーの公
衆衛生目標を前進させる最も確実な方法の一つであ
る。

他国におけるニコチンパウチの制限や禁止の提案は、
スウェーデンの成功を踏まえて慎重に検討されるべき
である。女性がすでに禁煙のために利用している製品
へのアクセスを制限すれば、女性の喫煙による健康被
害の減少が遅れるおそれがある。

安全性と有効性の革新＝スモークフリーの未来

スウェーデンの成功が示すもの

勢いを維持する

今年の国際女性デーにあたり、

レポート全文は こちら
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